
２０１９年度　古典文学科　講座内容

講座場所　月曜日　市役所南館講堂　　時間帯　午後２時～４時

回数 講師 講　義　概　要　項　目

1 15 槌賀 姥捨て伝説の昨今―深沢七郎著『楢山節考』を視座として―

2 22 槌賀 芥川龍之介と今昔物語―『羅生門』『藪の中』を中心に―

3 13 槌賀 芥川龍之介と宇治拾遺物語―『鼻』『地獄変』を中心に―

4 20 槌賀 太宰治と西鶴―『新釈諸国噺』を中心に―

5 27 槌賀 太宰治とおとぎ話―『お伽草子』を中心に―

6 3 村瀬 万葉歌あれこれ―万葉の魅力①―

7 10 村瀬 自然との交感―万葉の魅力②―

8 24 村瀬 自然と時間―万葉の魅力③―

9 1 村瀬 風土と歴史の手触り―万葉の魅力④―

10 8 村瀬 海ゆかば水漬くかばね―万葉の魅力⑤―

11 22 児玉 怪童為朝の勘当　―源為朝の奇跡①

12 2 児玉 保元の乱と流罪　―源為朝の奇跡②

13 9 児玉 為朝と白縫（しらぬい）　―源為朝を支える人々①

14 30 児玉 慕われる為朝　―源為朝の奇跡③

15 7 児玉 為朝と紀平治（きへいじ）　―源為朝を支える人々②

16 21 児玉 為朝と簓江（ささらえ）　―源為朝を支える人々③

17 28 児玉 為朝と鬼夜叉（おにやしゃ）　―源為朝を支える人々④

18 11 児玉 迷うたびに立ち上がる為朝　―源為朝の奇跡④

19 18 児玉 為朝と島君（しまぎみ）　―源為朝を支える人々⑤

20 25 児玉 為朝と舜天丸（すてまる）　―源為朝を支える人々⑥

21 2 岩橋 「源氏物語」（若菜上）

22 9 岩橋 「源氏物語」（若菜上）

23 16 岩橋 「源氏物語」（若菜上・若菜下）

24 2020 6 岩橋 「源氏物語」（若菜下）

25 1 20 岩橋 「源氏物語」（若菜下）

26 27 岩橋 「源氏物語」（柏木）

27 3 岩橋 「源氏物語」（横笛・鈴虫）

28 10 岩橋 「源氏物語」（夕霧）

29 24 岩橋 「源氏物語」（夕霧）

30 3 2 岩橋 「源氏物語」（御法・幻）

＊内容は変更する場合があります。
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